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※事務局記入欄 

№ D-48 

【様式２】 

部門名：校内研修プログラム開発・実践部
門 

エントリー名：福岡県立嘉穂特別支援学校  行德 康栄 
平成 30年度第１回副校長・教頭等研修 

活動名：   学校防災への組織的取組 ～学校防災委員会の機能化を通して～ 

解決すべき課題： 
全国的に自然災害が頻発し、本県でも毎年のように水害等が発生しているが、本校職員の防災への危機

意識は十分ではない。全職員が「児童生徒の生命より重いものは無い」ことを改めて自覚するとともに、学校安
全の現状や学校事故対応の指針を共通理解し、学校の安全管理について組織的な取組を推進する必要が
ある。 

目標・方針： 
学校防災委員会を組織し、自校の課題を明確にした上で、学校危機管理マニュアルの見直しや非常時備

蓄品の充実等について検討し、学校防災の課題に迅速にかつ継続的に取り組む。 

活動内容： 

１ 学校防災委員会の組織化と効果的・効率的な運営 
   ・平成 30年度 10月～２月に５回実施 
２ 危機管理マニュアルの改善  

・大雨時の対応策の策定 
・大雪時の登校（休校の判断）、地震時の通学バスの運行 
・熱中症予防の強化             等 

３ 下校困難時の児童生徒の保護者引き渡しの対応 
４ 災害等非常時備蓄品の充実 

・備蓄品購入についてＰＴＡへの協力要請 
・児童生徒の実態に応じた備蓄食の検討 

活動の成果： 

○防災に対する職員の意識が高まり、職員がそれぞれの持ち場で防災対応策を実践に移している。 
・大雨時の危機管理マニュアルの整備【資料２】、大雪時の校区各地の早朝の降雪状況連絡体制の整備 
・小冊子「災害等非常時の対応について」の保護者への配付【資料３】 
・下校困難時の保護者代理人への児童生徒の引き渡しカードの運用【資料４】 
・希望者については、常用薬の預かりの実施【資料５】 
・熱中症計の設置（体育館・ホール等、計５箇所） 
・災害給食体験日（非常時用備蓄食を実際に食べる体験）の設定 
・備蓄品の購入 
・市の指定避難所の開設・運営について、市の担当者との詳細な打合せの実施 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 

・懸案事項（整備目標）を常に明示（見える化）【資料１】し、実施期限を決めたことで、見通しをもって効
果的・効率的に検討し、スピーディに実践することができた。 
・運営委員会等の会議後に学校防災委員会を設定することで、会議日を増やさずに委員会を開催できた。 
・学校防災委員会立上げの初年度は教頭がチーフを務め、2 年目は生徒指導課長をチーフとして組織すること
で、人材育成を図っている。 
・福岡県公立高等学校副校長・教頭協会特別支援学校調査研究と連携し、他校の資料を参考にしたり防
災マニュアルのチェックリストを活用したりしながら取り組むことで、取組項目や内容が明確になり、進捗状況を評
価しながら効果的・効率的に進めることができた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《本校危機管理マニュアルの見直し》 ※水害に関して追加した内容を抜粋  【資料２】 
【水  害】 ・校舎が浸水するおそれがある場合は、管理棟２階（小：視聴覚室、中：音楽室、重複：

プレイルーム）に避難する。   

【電源喪失】・電源を必要とする医療的ケア対象児童生徒は、保健室に避難する。 

注３ 水害の場合は緊急放送が流れたら、小学部は事務室前階段で、中学部・重複は教材室前階段

を使って２階へ移動する。 

          ※ 避難した学級の職員で可能な者は、車椅子を２階に上げる業務の応援にあたる。 

《学校防災委員会の開催》 

委員：校長、教頭、事務長、教務担当主幹、生徒指導主幹、学部統括主幹、保健主事、 

各学部グループ主事・主任、養護教諭、栄養教諭 

 懸案事項   【資料１】 
○自然災害時（大雨含む）の対応について ※通学バス運行の対応 

○緊急時の保護者への児童生徒の引き渡し計画 

○災害時の備蓄品 

・品目 ※食形態や食物アレルギー等への対応 

・財源及び平等性の担保 

・備蓄食品の入替方法 ※災害給食体験日の設定等 

・常用薬の預かり（帰宅困難時に備えて） 

○熱中症予防の運動指針の設定 ※暑さ指数〔ＷＢＧＴ〕を参考に 
 
 

 

課題を常に意識し

見通しをもつため

に、【懸案事項】

を毎回のレジュメ

に表記しました。 

第１回学校防災委員会の様子 
（平成 30年度は計５回開催） 

 《緊急時にかかる保護者との連携》 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害等非常時の対応
について 【資料３】 

緊急時の児童生徒の代理引
き取りについて【資料４】 

常用薬の預かりについて
【資料５】 

 全保護者に配付 
希望する家庭のみ預かりを実施 


